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令和７年度 東小学校 学校運営協議会 実施報告 
 

１ 学校の概要 
学校名 都城市立東小学校 校長名 酒井 昭弘 

学級数 ２２ 児童生徒数 ５４3 名 職員数 ３9 名 

教 育 

目 標 
人間性豊かで実践力のある東っ子の育成 

 

２ 学校運営協議会に関わる組織 
⑴ 委員（計８名）・事務局（計４名）  

学

校

運

営

協

議

会

委

員 

№ 所属名（役職） 氏 名 備  考 

 

事

務

局 

役  職 氏 名 

１ 東小 元校長 瀬尾 真路 会 長 校  長 酒井 昭弘 

２ 妻ケ丘幼稚園園長 内山 強  教  頭 田中 尚子 

３ 社会福祉協議会理事 森岡 英史  主幹教諭 嶽野 直樹 

４ おはなし☆きらり代表 高橋 初代  事務主査 柿木 三男 

５ 元自治公民館長 日髙 裕文     

６ 市議会議員 小玉 忠宏     

７ 主任児童委員 鈴木 康伸     

８ PTA 会長 松本 具久     

⑵ 組織編制 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

３ 活動報告  

月 日 主な活動及び内容 

4 月   学校運営協議会委員選出 

6 月 23 日 第１回学校運営協議会 
委嘱状交付、学校運営協議会概要・学校経営方針・年

間活動計画説明、授業参観 

7 月 29 日 
第２回学校運営協議会…妻ヶ丘

地区 4 校合同学校運営協議会 

各校の昨年度の取組発表本年度の児童の実態につい

て、質疑･協議･情報交換 

9 月 16 日 第３回学校運営協議会 
学校の取組説明、学校評価アンケート内容検討 

給食参観･試食 

1 月 19 日 
第４回学校運営協議会 

（拡大学校運営協議会） 

全教職員参加・子供が主役の授業づくり・ICT 活用の実

態について・グループによる意見交換 

2 月 16 日 第 5 回学校運営協議会 
学校関係者評価について協議 

次年度の組織案・活動案について・授業参観 



4  今年度実施した「熟議」のテーマ（小中合同学校運営協議会を含む） 

７月：「地域との連携：社会性を育む教育を充実させるために」 

１月：「子どもが主役の授業と ICT 教育の実際」について 

５ 学校運営協議会の意見を生かした特色ある取組 
（1）学校支援活動 

 

 

 

〇 登校見守り・あいさつ運動 

   ・ 民生委員児童委員・東小 PTA・見守りボランティアによる登校見守り 

   ・ 職員によるまちづくり協議会から寄贈のスクールゾーンの横断幕設置   

      〇 学習支援ボランティア 

       ・ ５，６年生の家庭科学習における指導補助（ミシン） 

       ・ 地域の方より生活科で使う材料の提供（どんぐりなど） 

       ・ 月に２～３回、朝の時間に読み聞かせ（おはなし☆きらり） 

〇 土曜学習会 

  妻ケ丘地区まちづくり協議会主催の土曜学習会の実施。 

（２）教育課程の改善（カリキュラム・マネジメント） 

 

 

 

    〇 総合的な学習の時間における取組 

 ・ おかげ祭り保存会による郷土をテーマにした特色あるまつりの学習 

・ 地域在住の藤間流師範の先生による「妻ケ丘よかとこ音頭」の指導 

       〇 キャリア教育「東小キッズワークショップ」（全学年）   

・ 地域内外の２１業種の外部講師によるキャリア教育に係るワークショップ 

（３）地域貢献活動 
・本校合唱部による複数の地区の祭りでの歌声披露   

 （４）その他 

〇 拡大学校運営協議会の実施   

・ 委員から要望のあった全職員参加の学校運営協議会を実施し、「子どもが主役の授業」「ICT 教

育の実際」について取組を説明する機会を設けた。前半は、研究主任、情報主任による動画も含めた

プレゼンテーションでの学校の取組紹介。後半は学校職員をグループに分け、取組に対する質問を

受けたり、さまざまなテーマを決めて自由に意見を交わせたりする時間を設定した。 

６ 学校運営協議会の成果と課題（〇：成果  ●：課題） 
〇 本年度、全職員と学校運営協議会委員との合同での協議会により、双方の理解が進むとともに、地域

からの学校運営への関心を高め、地域に開かれた学校としてのよりよい取り組みに結び付くと考えられ

る。学校運営協議会をさまざまなメンバーで進めていくことの可能性を見つけることができた。 

●  学校運営協議会の存在について、今後さらに保護者へも周知を図っていくべきだと考えている。その

ためには、周知のタイミングや方法、協議の内容について考えていく必要がある。 

７ 次年度の方向性 

○ 今後も、学校運営協議会の委員と職員との共通理解のもとで学校運営に関わっていくことが肝要だ

と感じる。さらに今後、保護者の認知度を高める取り組みが考えていけるとよいと思う。PTA 総会での具

体的活動内容の説明、委員の紹介また、保護者の学習支援ボランティアへの参加促進など、学校運営に

参画する機会を意図的に設けていければと考える。 

【ｷｯｽﾞﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ・ﾄﾞﾛｰﾝﾊﾟｲﾛｯﾄ】 

【妻ケ丘地区祭り】 

【拡大学校運営協議会】 

【横断幕取り付け】 

通学の安全を確保や、児童個々への細やかな学習支援等地域で担え
る部分を支えることで、先生方の働き方改革にもつながる」という意見を
受けて、以下の取組を行った。 

「児童は地域との活動の中で社会性が育まれる」という意見を受けて、

以下のような取組を行った。 


